
A

B

C

D
何もしていない

他者の活動に参加している
（責任は伴わない立場として活動している）

主体として活動している
（責任ある立場として活動している）

発起人や代表者として活動している
（最終責任を負う立場として活動している）

イメージ共有のまとめ／前半のワークショップ５回分の概要整理

まちからが増やしたい人材像

 6
7

ムズムズしている人

自分や地域に課題感や
危機感を持っている人

柏崎のことを考えている人

挑戦する人

小・中・高・大学生

UI ターン等の
外部人材

SDGs を推進する人

起業家や投資家

地縁で活動する人
（防災・教育など）

女性・若者・シニア
のプレイヤー

ビジョンや思想が明確な人

クリエイター等の
スキルのある人

イノベーター

挑戦を応援してくれる人
人脈等のつなぎ役となる人



イメージ共有のまとめ／前半のワークショップ５回分の概要整理

まちからが増やしたい組織像

 7
7

クリエイティブ 子ども・若者・教育 ソーシャルグッド

エリア ゆるやかなつながり 仕組み・仲介

◎デザイン事務所
◎イノベーションを起こす会社
◎パフォーマンス集団
◎デジタルに強い組織

◎子育て世代のサークル
◎子ども食堂など居場所となる団体
◎若者の自発的なコミュニティ
◎教職員等の有志の会

◎リノベなど課題解決に取り組む団体
◎ソーシャルに参入する企業
◎まちのプレイヤーの法人
◎期間限定のプロジェクト

◎挑戦する集落・町内会
◎エリアを開発する商店街等
◎地域防災等を支える組織
◎外部人材・関係人口を推進する団体

◎問題意識共有コミュニティ
◎フリーランスコミュニティ
◎行政職員等の有志の会
◎匿名型のアイデア出しコミュニティ

◎市民ファンド・コミュニティ財団
◎資源を商品化する地域商社
◎人材と事業のマッチング機能
◎まちのプレイヤーネットワーク



構造化・言語化 ／後半のワークショップの概要整理

まちからのビジョン／目指す地域の未来像

 1
4

新たな一歩が　つみあがり　進化しつづけるまち

安心して
やりたいことができる

単発ではなく
それぞれの一歩が作用しあう

連続性を持った取り組み
変えていこうとする意志

◎チャレンジが受け入れられる
◎一歩踏み出しやすい
◎安心感がある

◎身近に面白い人がたくさんいる
◎地域を現状より良くしていく
◎相互に関係し補完しあう

◎多様なプレイヤーが活躍している
◎活動が地域に変化を与えている
◎問題解決や価値創造に寄与する



構造化・言語化 ／後半のワークショップの概要整理

まちからのミッション／果たす役割・使命

 2
4

面白いを生み　面白いを結ぶ

私たち自身も
プレイヤーである

いろいろな
“面白い” がある 地域の面白いを

コーディネートする

◎常にオフェンシブな事業で進化
　のきっかけをつくる
◎まちからもチャレンジ・挑戦
　をしつづける

◎好奇心　◎楽しい　◎笑っている
◎リスク・スリル　◎主体性がある
　◎余白・余裕　◎初体験　◎人
　　　◎モノ　◎コンテンツ

◎面白い人材の発掘・育成
◎面白い情報が受発信されている
　◎マッチングや伴走支援を通じ
　　て面白いを支える

拠点性・求心力



構造化・言語化 ／後半のワークショップの概要整理

目標とする KGI・KSF・KPI の設定

 3
4

『面白いを生み 面白いを結ぶ』ことで
『新たな一歩が つみあがり 進化しつづけるまち』を実現する

KGI
Key Goal Indicator
重要目標達成指標

KSF
Key Success Factor
重要成功要因

KPI
Key Performance Indicator
重要業績評価指標

Vision・Mission
目指す地域の未来像・果たす役割使命

“面白い” の数

ヒト：のべ３００人 コト：のべ３００件

第１階層

第２階層

まちからも
プレイヤーになる

収益性
中以上

Ｓ．Ｉ．
中以上

新規プレ
イヤー数

既存プレ
イヤー数

Ｃ層
人数

Ｂ層
上昇率

プレイヤーを
増やす

直近相談
支援先数

アクショ
ン率

マッチン
グ率

新たな一歩を
後押しする

母数

マッチング
する

コミュニ
ティ数

平均
人数

コミュニティ
を育てる

ヒト ヒト コト コト コト

＋

× × × × ＆

参加
人数

アクショ
ン数

マッチ
ング数

Ｓ．Ｂ．
事業数

１００ １００ １００ １９７ １００ ３



SWOT 分析と新規事業立案への課題設定
構造化・言語化 ／後半のワークショップの概要整理

 3.5
4

実施する施策
構造化・言語化 ／後半のワークショップの概要整理 4

 4

事
業
開
発

新
た
に
外
部
に
打
ち
出
す
も
の

組
織
開
発

内
部
の
改
善

ソーシャルビジネススクール セミナー
◎ターゲットごとにコースを細分化
◎ソーシャルインパクトの推進
◎まちのプレイヤーの事業化を支援

デジタルコンテンツ

関係機関・関係領域の拡大

コーディネーターの技術や知識を深める仕組みづくり

ウェブコンテンツ
◎フロー型の事業をストック型にも活かす
◎Webコンテンツの充実
◎利用者の事情にあわせたコンテンツ作成

まちづくりプロダクト 商品開発
◎地域の魅力をコンテンツ化
◎稼ぐ力・収入構造の多様化を支援
◎面白いモノを増やす

チャレンジを応援するシェアハウス エリアリノベーション
◎移住者の支援
◎新たなプレイヤーを増やす
◎地域の場づくりの実践

地縁組織コンサルティング 伴走型メンター
◎集落等の地域づくりを総合的に支援
◎地域自治を維持する取り組みの推進
◎まちのプレイヤーと地域をマッチング

柏崎ナイト イベント
◎まちのプレイヤーのコミュニティづくり
◎プレイヤーのたまごの掘り起こし
◎新たなつながりを生み出す仕掛け

情報の収集・管理の強化

施設の効果的な運営 マネジメントの改善




